
り
組
む
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発

支
援
事
業
も
積
極
的
に
利
用
し
て
頂

き
た
い
。
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け

て
、
商
工
会
と
し
て
も
長
野
県
内
商

工
会
と
の
交
流
事
業
を
推
進
し
て
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
寺
林
敏
県
副
知

事
、
筱
岡
貞
郎
経
済
建
設
常
任
委
員

会
委
員
長
か
ら
祝
辞
が
披
露
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
富
山
市
八
尾
山
田
商
工

会
の
川
原
会
長
を
議
長
選

出
し
、
議
案
審
議
を
行
っ

た
。「
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
平
成
二
十
四
年
度

事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支

決
算
承
認
の
件
な
ど
六
議

案
が
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
、
県
青
連
会
長
及
び

県
女
連
会
長
交
代
に
伴
う

理
事
の
補
充
が
行
わ
れ
脇

本
恭
成
氏
と
徳
永
た
つ
子

氏
が
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
総
会
の

席
上
に
て
、
次
の
各
表
彰
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五
月
二
十
九
日
、
県
下
十
二
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と
中
小
企
業
研

修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
補
助
金
の
有
効
活
用
を
積
極
的
に
展
開
！

県
商
工
会
連
合
会「
平
成
二
十
五
年
度
通
常
総
会
」開
催

２　青年部部長研修会　他
３　専門家派遣事業　他
４　無料経営診断受診希望募集　他
５　農商工連携事業認定事例　他
６　若手技能者キャリアアップ研修　他
７　月刊商工会より
８　７月のイベント案内

　

開
催
に
あ
た
り
、
石
澤
会
長
は
、

「
と
や
ま
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ン
ド
事
業
は
、
昨
年
制
定
さ
れ

た
中
小
企
業
の
振
興
と
人
材
の
育
成

等
に
関
す
る
基
本
条
例
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
る
。
様
々
な
経
営
課
題
に

応
じ
た
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
是
非
、
小
規
模
事
業
者
を
中
心

に
有
効
活
用
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、

国
の
支
援
策
で
全
国
連
を
介
し
て
取

挨拶をする石澤会長

商工
春
秋
　

六
月
に
入
り

衣
替
え
の
季
節

と
な
っ
た
。
多
く
の
企
業

等
で
は
一
斉
に
半
袖
の
作
業
着
や

ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
に

様
変
わ
り
す
る
が
、
今
で
は
そ
う

し
た
行
為
も
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
い
う

表
現
で
浸
透
し
て
い
る
。
こ
れ
は

環
境
省
が
夏
期
の
軽
装
化
を
推
奨

す
る
た
め
に
発
表
し
た
も
の
で
、

既
に
九
割
以
上
の
認
知
度
が
あ

る
。
更
に
は
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ

ズ
と
称
し
、
よ
り
温
暖
化
や
節
電

を
意
識
し
た
取
組
み
へ
と
進
化
し

て
い
る
▼
一
方
、
衣
替
え
の
習
慣

は
平
安
時
代
の
宮
中
行
事
か
ら
始

ま
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の

宮
廷
で
旧
暦
の
四
月
と
十
月
に
夏

服
と
冬
服
を
入
替
え
し
て
い
た
行

事
を
「
更
衣
」
と
名
付
け
、
そ
れ

が
「
衣
替
え
」
と
し
て
広
ま
っ
た
。

明
治
時
代
に
は
新
暦
で
六
月
・
十

月
を
軍
人
の
制
服
の
衣
替
え
と
定

め
、
現
在
の
官
公
庁
、
企
業
等
に

も
定
着
し
た
▼
千
年
以
上
続
い
た

風
習
も
環
境
や
状
況
の
変
化
に
応

じ
て
適
宜
見
直
さ
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
温
故
知
新
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
企
業
に
お
い
て
も
旧
態

然
の
風
習
に
固
執
し
て
窮
屈
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
一
度
見
直
し
し
て
み
て
は
い

か
が
か
？

が
行
わ
れ
た
。

【
被
表
彰
者
】

富
山
県
知
事
表
彰

▽
役
員
功
労
者

　

夏
野　

麗
子

　
（
前
富
山
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
）

富
山
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

▽
優
良
職
員

　

庵
杉　

周
弥
（
富
山
市
北
）

　

桶
川　

千
恵
（
射
水
市
）

▽
奨
励
賞
（
業
務
改
善
事
例
）

　

森
井　

信
雄
（
富
山
市
南
）

　

泉　
　

徳
子
（
高
岡
市
）

▽
奨
励
賞
（
経
営
支
援
事
例
）

　

石
村
真
由
美
（
南
砺
市
）
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熱心に聞き入る青年部長

商
工
会
職
員
協
議
会
通
常
総
会
が
開
催

　
五
月
二
十
五
日
（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
お
い
て
富
山

県
商
工
会
職
員
協
議
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
斉
藤
茂
男
会
長

（
南
砺
市
商
工
会
）
を
議
長
に
議
案
審
議
を
行
い
、
平
成
二
十
四
年
度
の

事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
な
ど
四
議
案
が
議
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
た
。

　
来
賓
に
、
県
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
長
山
下
康
二
氏
、
当
連
合
会
会
長

石
澤
義
文
氏
、
並
び
に
専
務
理
事
池
田
進
氏
を
お
迎
え
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
「
資
質
向
上
研

修
会
」
が
行
わ
れ
講
師
に
㈱
宮
本

酒
造
代
表
取
締
役
・
全
国
商
工
会

連
合
会
小
規
模
企
業
支
援
強
化
本

部
長
の
宮
本
周
二
氏
を
お
招
き
し

た
。
宮
本
氏
は
「
小
さ
な
企
業
の

未
来
の
た
め
に
」
と
題
し
て
講
演
。

自
社
の
経
営
革
新
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
「
酒
蔵
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

名
付
け
地
産
地
消

や
農
商
工
連
携
・

地
域
資
源
活
用
を

中
心
に
し
た
資
源

循
環
・
環
境
保
全

型
の
経
営
戦
略
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　

ま
た
、
宮
本
氏

は
青
年
部
活
動
の

心
構
え
と
無
我
の

奉
仕
精
神
に
つ
い

て
、
リ
ー
ダ
ー
に

必
要
な
目
標
や
心

得
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
た
。

「日本中の小さな企業の未来のために、小規模事業者が元気になる
ようお手伝いしたい！」
熱弁をふるう宮本周二氏

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

「
青
年
部
長
会
議
・
研
修
会
」を
開
催

　

部
長
会
議
で
は
、
青
年
部
主
張
発

表
大
会
や
実
態
調
査
、ゴ
ル
フ
大
会
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
つ
い
て
日

程
等
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
青

年
部
員
増
強
運
動
や
全
青
連
事
業

「〝
絆
〟
感
謝
運
動
」
に
つ
い
て
積
極

的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。加
え
て
、

全
青
連
の
災
害
復
興
支
援
事
業
全

国
統
一
「
百
円
玉
募
金
」
事
業
に

関
し
て
本
年
度
も
引
き
続
き
継
続

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

部
長
研
修
会
は
、
商
工
会
青
年

部
・
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
先

頭
に
立
つ
べ
く
、
地
域
経
済
牽
引

者
と
し
て
の
自
覚
や
柔
軟
な
発
想

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
の
研
修
会
は
講
師
に
オ
ー
プ

ン
テ
ッ
ク
㈱
代
表
取
締
役
の
田
辺

桂
也
氏
を
招
き
「
ト
ー
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
と
罠
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
と

し
て
、
①
共
感
で
き
る
話
で
あ
る

こ
と
、
②
話
し
た
い
話
の
ネ
タ
の

大
ま
か
な
流
れ
を
作
る
こ
と
、
③

無
理
に
ウ
ケ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を

露
骨
に
見
せ
な
い
こ
と
、
④
臨
場

感
を
出
す
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ら
れ

た
。
ま
た
、
言
語
以
外
に
ス
マ
イ

ル
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
色
彩
等
の
非

言
語
表
現
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

本
年
度
新
し
く
部
長
に
な
っ
た

方
々
は
、
特
に
こ
れ
か
ら
人
前
で

話
す
機
会
も
増
え
る
の
で
、
真
剣

な
眼
差
し
で
受
講
し
て
い
た
。

　
富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
脇
本
恭
成
会
長
）
は
、
五
月

二
十
七
日
、
三
楽
園
（
庄
川
町
）
に
お
い
て
青
年
部
長
会
議
・
研
修
会

を
開
催
し
、
県
下
商
工
会
の
青
年
部
長
等
三
十
名
が
参
加
し
た
。
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「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　経営支援課
（TEL076-441-2716）

事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の

全
青
連
第
四
十
七
回
通
常
総
会

宮
窪
大
作
氏（
庄
川
町
）

全
青
連
会
長
退
任

二
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　

全
国
青
年
部
連
合
会
は
五
月
十
五

日
、
第
四
十
七
回
通
常
総
会
を
東
京

都
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
し

た
。
宮
窪
会
長
、
林
中
小
企
業
庁
小

規
模
企
業
政
策
室
長
、
石
澤
全
国
連

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
水
谷
三
重
県

青
連
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事

に
入
り
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報

告
書
並
び
に
収
支
決
算
書
等
を
原
案

通
り
承
認
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、
宮
本
博

史
新
会
長
（
熊
本
）
を
選
任
し
た
。

　

宮
窪
大
作
氏
は
「
引
き
続
き
、
商

工
会
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化

に
尽
力
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
第
一
回
都
道
府
県
青
連
会

長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
参
議
院
議

員
で
あ
り
、
全
国
連
並
び
に
全
青
連

顧
問
で
あ
る
松
村
祥
史
氏
、
渡
辺
猛

之
氏
、
全
青
連
相
談
役
で
あ
る
宮
本

周
司
氏
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。 挨拶する宮窪大作氏

　

商
工
会
で
は
中
小
企
業
者
等
の

皆
様
の
経
営
・
製
造
上
の
様
々
な

課
題
に
お
応
え
す
べ
く
、
テ
ー
マ

に
即
し
た
専
門
家
派
遣
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
経
営
指
導
員
等

が
専
門
家
と
同
行
し
相
談
・
支
援

を
行
い
ま
す
。
是
非
、
最
寄
り
の

商
工
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　

小
規
模
事
業
者
等
が
必
要
と
す

る
専
門
的
な
技
術
や
技
能
に
つ
い

て
深
い
知
識
を
有
す
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
（
専
門
家
）
を
事
業
者
の

要
請
に
応
じ
て
企
業
等
へ
派
遣
し
、

具
体
的
、
実
践
的
な
課
題
に
対
し

て
適
切
な
指
導
・
助
言
を
行
う
。

対
象
は
小
規
模
事
業
者
及
び
中
小

企
業
等
で
派
遣
回
数
五
回
ま
で
。

受
益
者
負
担
は
、
一
回
目
は
無
料
、

二
回
目
以
降
五
回
目
ま
で
各
一
万

円
の
負
担
。

　

産
地
技
術
、
特
産
品
開
発
、
観

光
戦
略
、
他
地
域
と
の
交
流
事
業
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
等
の
専
門
家
を
派

遣
す
る
。
加
え
て
、
地
域
資
源
の

活
用
に
よ
る
新
商
品
開
発
、
ブ
ラ

ン
ド
化
・
事
業
化
を
目
的
と
し
た

指
導
も
実
施
す
る
。
対
象
は
商
工

会
等
、
派
遣
回
数
五
回
ま
で
。
受

益
者
負
担
無
し
。

　

組
織
・
団
体
の
強
化
、
経
営
の

近
代
化
等
経
営
意
欲
の
あ
る
中
小

小
売
商
業
者
等
（
サ
ー
ビ
ス
業
者

等
を
含
む
）
の
団
体
を
指
導
対
象

と
し
、
特
に
各
種
商
業
関
係
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
る
地
域
に
つ

い
て
重
点
的
に
指
導
を
行
う
。
対

象
は
団
体
等
複
数
企
業
、
派
遣
回

数
五
回
ま
で
。
受
益
者
負
担
無
し
。

　

特
産
品
事
業
者
に
対
し
て
専
門

家
に
よ
る
特
産
品
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
商
品
改
良
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
等
の
改
良
な
ど
）
を
開
催
し
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
特
産
品

づ
く
り
を
進
め
る
。
対
象
は
小
規

模
事
業
者
及
び
中
小
企
業
、
派
遣

回
数
三
回
ま
で
。
受
益
者
負
担
無

し
。

　

特
産
品
な
ど
の
自
社
開
発
商
品

を
海
外
に
お
い
て
販
売
・
生
産
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
小
規
模

事
業
者
等
の
海
外
展
開
に
関
す
る

課
題
に
対
応
す
る
た
め
専
門
家
を

派
遣
し
、
貿
易
・
投
資
の
全
般
に

わ
た
る
適
切
な
指
導
・
助
言
を
行

う
。
派
遣
回
数
は
三
回
ま
で
。
受

益
者
負
担
無
し
。

専
門
家
派
遣
事
業
に
つ
い
て

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

地
域
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

街
お
こ
し
指
導
事
業

特
産
品
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業

特
産
品
等
海
外
展
開
支
援
事
業
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企業の繁栄に

商工貯蓄共済制度

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

939-2741 1554-23
TEL (076)465-2341( )  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp E-mail info@nakatani-p.co.jp

金融実態調査に
ご協力を

お願いします！！

　県商工会連合会では、県下商工会地区の小
規模企業者等の金融に関する実態や動向を把
握し、小規模企業金融の円滑化の促進を目的
に、金融実態調査を毎年実施しています。
　営業状況や金融機関との取引状況など、平
成 25 年 7 月 1 日現在の状況について回答
していただきます。
　各商工会の経営指導員より調査の依頼があ
りましたら、ご協力をお願いいたします。

無料経営診断無料経営診断

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
を
絞
り
込
む
‼

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
無
数

の
シ
ョ
ッ
プ
が
様
々
な
商
品
を
販

売
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
中
小
規

模
の
店
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
多
様
な
顧
客
の
価
値
観
を

把
握
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
、

そ
れ
に
対
応
し
た
販
促
活
動
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
商
圏

が
限
ら
れ
る
実
店
舗
で
は
幅
広
い

客
層
に
訴
え
か
け
る
方
法
も
考
え

ら
れ
る
が
、
全
国
を
対
象
と
す
る

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
極
限
ま
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む
手
法
が

有
効
と
な
る
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
イ

メ
ー
ジ
を
設
定
す
る
に
は
、
性
別

や
年
齢
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
居
住
地
域
や
日
頃
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
な
ど
も
加
味
し
、
自
社

の
商
品
に
価
値
を
見
出
し
て
く
れ

る
人
物
像
を
想
定
し
て
い
く
。「
価

格
よ
り
流
行
を
意
識
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
買
い
物
す
る
独
身
の

三
十
代
の
女
性
」
な
ど
、
で
き
る

限
り
具
現
化
す
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
ど
の
様
な
施
策
を
実
行
す

れ
ば
顧
客
を
誘
発
で
き
る
の
か
が

関
連
付
け
ら
れ
、
対
応
策
が
打
ち

出
し
や
す
く
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

お
店
を
や
ろ
う
！
❼

　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
購
買
時
点
販
促
と
い

う
意
味
を
持
ち
、
売
り
場
に
お
い

て
店
員
に
代
わ
り
商
品
説
明
を
し

て
く
れ
る
優
秀
な
セ
ー
ル
ス
ツ
ー

ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
商
品
名
と

価
格
し
か
書
い
て
い
な
い
“
プ
ラ

イ
ス
カ
ー
ド
”
と
な
っ
て
い
る
お

店
も
少
な
く
な
い
。
季
節
の
変
わ

り
目
に
商
品
陳
列
を
見
直
す
こ
と

も
多
い
と
思
う
が
、
そ
の
際
に
Ｐ

Ｏ
Ｐ
も
併
せ
て
見
直
し
た
い
。

　

作
成
す
る
上
で
ま
ず
取
り
組
む

こ
と
は
、「
売
る
商
品
」
を
選
ぶ
こ

と
で
あ
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
多
す
ぎ
る

と
一
つ
一
つ
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
目
立
た

な
く
な
り
、
売
り
た
い
商
品
を
後

押
し
す
る
販
促
効
果
が
薄
ま
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
が
決
ま
れ
ば
、
次
に

内
容
を
検
討
す
る
。
こ
の
時
に

重
要
な
の
が
、「
買
い
手
の
立
場
」

に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
だ
。
商
品

の
効
用
や
使
用
し
た
感
想
、
利
用

シ
ー
ン
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
イ
ラ

ス
ト
を
用
い
た
り
、
手
書
き
に
す

る
こ
と
で
売
り
手
の
思
い
が
伝
わ

る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
な
る
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
作
成
は
売
れ
る
切
り

口
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

る
。
顧
客
の
視
点
に
立
っ
た
情
報

提
供
が
で
き
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
は
い
か
が
か
。

売
り
場
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を

見
直
そ
う
！
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　経済産業省では、我が国企業における経済活動の実
態を明らかにし、経済産業政策等各種行政施策の基礎
資料を得ることを目的として、｢経済産業省企業活動基
本調査」（基幹統計調査）を実施いたします。調査に対
するご協力をお願いいたします。

：平成２5年５月１６日～７月１５日まで
：統計法（平成１９年法律第５３号）
：我が国企業における経済活動の実態を明らかにし、経済産業政策
等各種行政施策の基礎資料とする。
：別表に属する事業所を有する従業者５０人以上かつ資本金３,０００
万円以上の企業で、企業全体の数値。
：平成２６年１月に速報を公表予定。

※調査票に記入していただいた内容につきましては、統計法に基づき秘密を厳守いたしますので、調査に
対するご協力をお願いいたします。

－

▼
農
商
工
連
携
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

利
賀
村
で
民
宿
を
営
ん
で
い
る

中
西
邦
康
さ
ん
か
ら
、「
昔
、
利
賀

で
は
ど
ぶ
ろ
く
を
作
っ
て
い
た
も
ん

じ
ゃ
が
、
そ
れ
を
う
ち
で
や
れ
ん
か

の
う
」
と
い
う
相
談
を
受
け
て
か
ら
、

何
と
か
し
た
い
と
い
ろ
い
ろ
検
討
を

進
め
た
。
農
商
工
連
携
事
業
に
つ
い

て
は
、
中
小
企
業
者
と
農
林
水
産
業

者
の
両
者
が
単
な
る
商
取
引
関
係
に

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
両
者
が
主
体

的
に
事
業
に
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
分
野
で
あ
る
経
営
資
源
を
互
い

に
持
ち
寄
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
新

事
業
を
計
画
す
る
と
あ
る
。

▼
チ
ャ
ン
ス
到
来

　

中
西
さ
ん
は
、
農
業
体
験
や
利
賀

村
の
自
然
を
通
じ
た
交
流
・
食
文
化

の
伝
承
等
を
目
的
と
し
て
、
利
賀
百

姓
塾
を
企
画
・
実
施
し
て
い
て
、
利

賀
村
の
気
候
に
適
し
た
新
品
種
の
酒

米
や
古
代
米
を
作
付
け
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
ど
ぶ
ろ
く
製
造
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
研
究
を
進
め

て
い
た
。
そ
ん
な
時
、南
砺
市
が
「
な

ん
と
活
性
化
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
を
国

へ
申
請
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に

認
定
さ
れ
、
ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
利
賀
ど
ぶ

ろ
く
「
ま
ご
た
り
ん
」
の
生
産
が
可

能
と
な
っ
た
。

▼
体
に
や
さ
し
い
ロ
ハ
ス
な
酒

　

ど
ぶ
ろ
く
は
、
生
き
て
い
る
酒
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
品
質
の
変
化
が
心

配
さ
れ
た
が
、
当
商
品
は
、
原
料
の

コ
メ
を
無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
甘
み
が
強
く
、
美
味
し
い

「
ど
ぶ
ろ
く
」
と
評
価
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
、
ど
ぶ
ろ
く
を
民

宿
で
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

内
外
の
消
費
拡
大
や
他
の
商
品
開
発

に
活
か
せ
な
い
か
と
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
、利
賀
で
蕎
麦
店
を
営
む
「
な

か
じ
ま
屋
」
と
の
連
携
が
浮
か
ん
だ
。

▼
「
な
か
じ
ま
屋
」
と
の
コ
ラ
ボ

　
「
な
か
じ
ま
屋
」
で
は
、
手
打
ち

そ
ば
だ
け
で
は
顧
客
が
固
定
化
し
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
世
代
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
気
軽
に
食
べ
て
も

ら
え
る
そ
ば
茶
プ
リ
ン
の
商
品
化
に

成
功
し
て
い
て
、
利
賀
村
ら
し
い
食

材
を
利
用
し
て
プ
リ
ン
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

た
。
そ
こ
で
、
中
西
氏
の
ど
ぶ
ろ
く

製
造
開
始
を
知
り
、
地
酒
と
の
コ
ラ

ボ
を
是
非
進
め
た
い
と
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
両
者
の
考
え
が
一
致
し
た
。

　

利
賀
村
で
は
、
自
然
食
材
は
安
心

安
全
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
が
、
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
っ
て
成

功
し
て
い
る
事
例
は
少
な
く
、
こ
の

連
携
事
業
を
商
工
会
と
し
て
も
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。「
な

か
じ
ま
屋
」
で
は
、
独
自
色
を
強
め

る
た
め
に
、
ど
ぶ
ろ
く
「
ま
ご
た
り

ん
」
と
「
ど
ぶ
ろ
く
プ
リ
ン
」
の
提

供
お
よ
び
そ
れ
ら
を
セ
ッ
ト
に
し
た

蕎
麦
・
山
菜
料
理
の
特
別
限
定
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
た
。

▼
外
国
人
観
光
客
を
取
り
込
め

　

一
方
、
ど
ぶ
ろ
く
と
、
地
元
食
材

と
の
コ
ラ
ボ
に
も
取
り
組
み
、
利
賀

の
行
者
に
ん
に
く
と
の
料
理
マ
ッ
チ

ン
グ
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
と

ら
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
富
山
県
の
台

湾
向
け
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、冬
の
魅
力
「
利

賀
の
ど
ぶ
ろ
く
と
雪
遊
び
」
が
台
湾

に
紹
介
さ
れ
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客

も
訪
れ
、
ど
ぶ
ろ
く
を
活
か
し
た
地

域
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
契
機
と
し
て
、
今
後

も
売
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
、
売
れ
る
製

品
開
発
、
ど
ん
な
付
加
価
値
を
付
け

る
か
、
様
々
な
可
能
性
を
求
め
、「
聴

き
ま
す
！　

効
き
ま
す
！　

利
き
ま

す
！
」
の
気
持
ち
で
積
極
的
に
地
域

資
源
の
活
用
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

「まごたりん」と地元の
料理に舌づつみを打つ
台湾からの観光客

農
商
工
連
携
事
業
（
県
フ
ァ
ン
ド
）
認
定
事
例

効
き
ま
す
！
利
賀
ど
ぶ
ろ
く「
ま
ご
た
り
ん
」

南
砺
市
商
工
会
利
賀
村
事
務
所

　
主
任
経
営
指
導
員

　
　
　
斉
藤
嘉
久
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企業向けセミナー・交流座談会の開催案内

「若手技能者キャリア ･ アップ研修」「若手技能者キャリア ･ アップ研修」「若手技能者キャリア ･ アップ研修」開催のご案内開催のご案内
若手技能者の仕事力を向上します

●開 催 日　平成 25 年７月３日（水）～４日（木） １泊２日
●場　　所　富山市職業訓練センター、呉羽ハイツ
●対 象 者　県内中小製造企業に勤務する若手技能者で、企業の推薦の

あった方　（定員：15 名）
●受講費用　11,000 円（宿泊費含む）
●申込方法　申込書を記入の上、郵送、FAX にて 6 月 20 日（木）まで

にお申し込みください

ものづくり企業経営者による講話
ＹＫＫ株式会社
副会長　佐々 裕成 氏

株式会社日本セック
代表取締役会長　南雲 弘之 氏

実技講習

講　義

作業の効率化、安全に対する意識
を高めます

ものづくり現場における基本姿勢
を学びます

7/3（水） 

7/4（木）

「ものづくりに対する責任感がよ
り強くなった」

「通常業務では体験できない目線
で物事を見ることができた」

「他の参加者との交流を通じて悩
みや希望を共有し、ネットワーク
が築けた」　　など

＜受講生の声＞＜受講生の声＞

【申込み・問い合わせ先】〒 930-8501（住所不要）富山県商工労働部職業能力開発課　人材育成係　　TEL 076-444-3259　FAX 076-444-4406

受講生
募集

実技講習

講　義

… 申 告 ・ 納 付 は お 早 め に …
富山労働局　労働保険徴収室

　労働保険の「平成 24 年度確定保険料及び平成 25 年度概算
保険料」について、申告納付の手続きを行っていただく時期
となりました。年度更新の手続きは、平成 25 年 6 月 1 日（土）
から同年 7 月 10 日（水）までの間に、保険料申告書等を作
成のうえ、保険料を添えて日本銀行（代理店・歳入代理店等）、
郵便局、富山労働局、各労働基準監督署において申告納付し
てください。

平成25年度労働保険年度更新について 　アイディアが浮かぶと同時に、発明者の皆さんを悩ませる問題の数々…。そ
んな発明者の悩みを少しでも軽くするために、富山県発明協会では定期的に無
料相談会を開催しています。相談会は午前中に行います。

開催月
高岡会場 富山会場

富山県発明協会（1F事務所内） 富山県総合情報センター

6月 5，13，19，26日 6，20日
7月 3，10，17，24日 4，18日

【お問い合わせ・申込先】　一般社団法人　富山県発明協会
高岡会場：高岡市二上町 150　富山県工業技術センター内　TEL0766-25-7259
富山会場：富山市高田 527　　㈶富山県新世紀産業機構内　TEL076-432-1119

平成25年度  無料発明相談会のご案内

企業向けセミナー・交流座談会の開催案内
外国人留学生人材活用促進事業

　県では、高度な知識や技術を有する県内大学等の外国人留
学生の県内就職を促進し、県内企業等の人材確保を支援する
ため、「外国人留学生人材活用促進事業」を実施しております。
　このたび、海外ビジネスを展開する企業や外国人留学生の
採用を検討している企業の人事担当者等を対象として、外国
人留学生活用のメリットや受入れ手続き等に関するセミナー
及び、企業担当者と外国人留学生による意見交換等を行う交
流座談会を開催いたします。

採用セミナー・交流座談会
　　日時● 6 月 27 日（木）
　　　セミナー　　13：00 ～ 14：30
　　　交流座談会　14：30 ～ 15：30

　　場所●富山県民会館 302 号室
　　　　　　（富山市新総曲輪 4 － 18）

■お問い合わせ先■
主　　　催：富山県商工労働部労働雇用課　電話 076-444-8897
運営事務局：㈱マイナビ富山営業所　　　　電話 076-442-1860

外国人留学生人材活用促進事業
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総
合
情
報
誌

　
月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

「
嫁
入
り
舟
を
運
行
し
て
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
貢
献
」

茨
城
県
潮い

た
こ来

市
商
工
会
青
年
部

　
利
根
川
流
域
に
広
が
る
水
郷
、

潮
来
市
。
水
運
が
発
達
し
て
い
た

こ
の
地
域
で
は
、
婚
礼
の
際
に
花

嫁
が
手
漕
ぎ
舟
（
櫓ろ

舟
）
に
乗
っ

て
嫁
入
り
す
る
風
習
が
あ
っ
た
が
、

水
運
の
衰
退
に
伴
い
一
時
は
途
絶

え
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
の
風
習
を
三
十
年
前
に
復
活

さ
せ
た
の
が
、
潮
来
市
商
工
会
青

年
部
。
毎
年
五
月
中
旬
か
ら
約
一
ヶ

月
開
催
さ
れ
る
「
水
郷
潮
来
あ
や

め
祭
り
」
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る

前
川
あ
や
め
園
に
は
、
色
と
り
ど

り
の
あ
や
め
約
五
百
種
百
万
株
が

咲
き
誇
る
。
こ
の
あ
や
め
祭
り
の

目
玉
企
画
が
「
嫁
入
り
舟
」
だ
。

白
無
垢
に
身
を
包
ん
だ
花
嫁
が
、

あ
や
め
に
彩
ら
れ
た
前
川
を
櫓
舟

に
揺
ら
れ
て
進
ん
で
い
く
風
景
は
、

多
く
の
人
惹
き
つ
け
る
。

～
花
嫁
の
応
募
が
殺
到
～

　

嫁
入
り
舟
の
認
知
度
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
去
年
は
過
去
最
高
の

三
十
八
組
の
花
嫁
が
乗
船
。
百
件

を
超
え
る
応
募
が
集
ま
り
、〝
こ
こ

で
し
か
で
き
な
い
結
婚
式
〟
が
評

判
と
な
っ
て
い
る
。
乗
船
時
間
は

約
三
十
分
で
、
花
嫁
と
花
嫁
の
両

親（
ま
た
は
仲
人
）が
櫓
舟
に
乗
り
、

新
郎
の
待
つ
噴
水
公
園
へ
と
向
か

う
。
川
沿
い
は
観
光
客
で
埋
め
尽

く
さ
れ
、
祝
福
を
浴
び
な
が
ら
舟

は
進
む
。

　

一
般
客
向
け
の
遊
覧
も
、
期
間

中
毎
日
行
っ
て
お
り
、
多
い
日
に

は
、
一
千
人
ほ
ど
の
乗
客
が
あ
り

十
六
艘
の
櫓
舟
を
フ
ル
稼
働
さ
せ

て
対
応
す
る
。　

～
若
手
女
性
に
よ
る
「
娘
船
頭
」

が
活
躍
～

　

船
頭
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
、

青
年
部
員
と
ど
ま
ら
ず
、
共
に
活

動
す
る
「
櫓
舟
保
存
会
」
に
は
、

仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
地
元
男
性

と
「
娘
船
頭
」
と
し
て
舟
に
乗
る

若
手
女
性
が
在
籍
。
櫓
舟
文
化
を

継
承
し
て
い
こ
う
と
、
か
つ
て
活

躍
し
て
い
た
娘
船
頭
を
復
活
さ
せ
、

彼
女
た
ち
の
育
成
も
始
め
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
や
あ
や
め
祭
り

へ
の
集
客
力
が
評
価
さ
れ
、
市
も

積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
嫁
入
り
舟
は
、
潮
来
市
を
代

表
す
る
風
物
詩
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
青
年
部
が
行
政
を
巻
き
込

み
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

～
被
災
し
た
あ
や
め
園
の
復
旧
に

尽
力
～

　

青
年
部
は
、
震
災
後
の
あ
や
め

祭
り
開
催
に
も
尽
力
し
た
。
潮
来

市
は
、
東
日
本
大
震
災
で
液
状
化

現
象
が
多
発
。
前
川
あ
や
め
園
で

も
大
き
な
被
害
が
出
た
。
一
時
は

開
催
も
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
青
年
部

員
や
青
年
部
Ｏ
Ｂ
ら
が
手
弁
当
で

復
旧
作
業
を
実
施
。
あ
や
め
祭
り

は
予
定
通
り
開
催
さ
れ
、
三
十
五

人
の
花
嫁
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

震
災
か
ら
二
年
、
観
光
客
数
は
、

震
災
前
ほ
ど
に
は
回
復
し
て
い
な

い
が
、
地
域
は
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
年
の
あ
や
め
ま
つ
り
は
、
六

月
二
十
三
日
ま
で
開
催
予
定
。新郎が待つ向こう岸へ渡る嫁入り舟

こ
こ
に
し
か
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム

＜選択＞ 経営基本管理 ７月３０日（火）

９：００～１２：００ 中小企業と国際化
１３：００～１５：００ 環境に調和した企業経営
１５：００～１６：００ 省エネ対策の実例紹介

＜必修＞ 経営基本管理 ８月７日（水） ９：３０～１６：３０ 知っておきたい税務知識あれこれ

＜必修＞ 財 務 管 理
９月２５日（水） １３：００～１９：００ 財務管理の基礎と管理会計の利用

～キャッシュフロー計算書と資金管理～９月２６日（木） ９：３０～１６：３０

＜選択＞ 経営基本管理 １０月２２日（火） ９：３０～１６：３０ 変貌する環境とリスクマネジメント
＜選択＞ 経営基本管理 １０月２３日（水） ９：３０～１６：３０ 企業価値を高めるための法律知識

長期コース（経営後継者・幹部養成コース）における
選択科目の聴講生を募集します

　この度、当校では中小企業・小規模事業者の皆様が自社の課題に応じて、長期コースの中から１部の科目を選択して
受講頂ける聴講生制度を導入しました。これを機会にぜひ受講下さい。
■＜選択＞コースは＜必修＞コースを選択された場合のみ受講できます。
■受講料：＜必修＞コース　３日間　9,000 円　　＜選択＞コース　１日　3,000 円
■定　員：20 名（定員になり次第締め切らせて頂きます）
■締切り日：７月１９日（金）　　■開催場所：富山県中小企業研修センター

〒９３０－０８５５　富山市赤江町１番７号　　富山県商工会連合会　経営支援課
ＴＥＬ：０７６－４４１－２７１６　ＦＡＸ：０７６－４３３－８０３１

■お問合せ・お申込み■

富山県中小企業
大学校からの
お知らせ
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重点成長分野人材育成プログラム事業受託企業募集重点成長分野人材育成プログラム事業受託企業募集重点成長分野人材育成プログラム事業受託企業募集
　県は、離職者等の円滑な就職を支援するため、雇用の創出と人材育成を組み合わせた「重点成長分野人材育成プログラム
事業」を県内企業等に委託して実施します。
　受託を希望される企業等は、本事業のサポート団体である富山県中小企業団体中央会へお問い合わせください。

重点成長分野人材育成プログラム事業の概要
　離職者等を新たに雇用いただき、実務を行いながら、計画的に職場内外での研修を実施していただきます。雇用や研修に
かかる費用は、県が委託費として負担します。
　なお、平成 25 年度は【重点分野雇用創出事業型】と【起業支援型地域雇用創造事業型※】の２類型を実施します。

１　対象企業
　県内に事業所があり次の分野
に該当する事業を営む企業等が
対象となります。
※【起業支援型地域雇用創造事業

型】は起業後 10 年以内の企業
等が対象です。

２　雇用期間・人数
雇用期間：６か月以上１年以内

（【重点分野雇用創出事業型】は、最長で平成 26 年３月 31 日まで）
雇用人数：１社あたり５人まで（障害者等を雇用する場合は７人まで）

4　委託費
　県は、雇用対象者 1 人 1 月あたり 25 万円を限度に人件費、研修費、事務費を負担します。

３　人材育成計画に基づく研修
　企業等は人材育成計画を作成し、これに基づき、OJT（職場で実務を行いながら行
う訓練）や OFF-JT（職場外での研修）の組み合わせによる研修を行うものとします。

「人材育成しっかり」の
雇用創出で、富山を元気に！

「人材育成しっかり」の
雇用創出で、富山を元気に！

県労働雇用課雇用対策係　TEL:076-444-8897
富山県中小企業団体中央会（本事業のサポート団体） TEL：076-424-3686

介護、医療、農林水産、環境・
エネルギー、観光、地域社会雇
用、産業振興（IT 関連、医薬
品関連、機械・金属関連、健康
生活関連の製造・サービス業） 問合せ先


